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第 57回日本生物物理学会年会 ランチョンセミナー 

生体物質のナノ構造解析

~ラボ装置の最新技術~ 
 日時：2019年9月25日（水） 11:30 ～ 12:20 

 会場：F会場（マーブル） 

 演者：アントンパール・ジャパン  

アプリケーション スペシャリスト 高崎祐一

 タンパク質やリン脂質は分子内または分子間の相互作用により特徴的な三次

元構造や分子集合体を形成し、生体内の酵素反応・受容体形成において重要な

役割を果たします。その機構解明、安定性評価、組成の最適化には、液中にお

ける粒子サイズ・形状・内部構造等をナノスケールで正確にとらえる観測手法

が必要です。しかし従来の装置は検出器感度やプローブ線源の強度が低く、し

ばしば非常に希薄に調整される生体試料を正確に測るのが困難でした。

 アントンパールの DLS 及び ELS を測定原理とした粒度分布-ゼータ電位計、

および小角 X 線散乱装置は非常に希薄な液体試料でも様々な構造情報（粒径分

布・粒子形状・粒子内の電子密度分布）を正確かつ迅速に取得することができ

ます。

 本発表では、① LitesizerTM 500 による粒子サイズおよびゼータ電位の測定事

例、② SAXSpace によるナノ構造解析事例をご紹介します。
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第57回日本生物物理学会年会　バイオフィジックスセミナー
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[シーガイアコンベンションセンター・クリスタル]


